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🏗️ 各ページの掲載内容・ワイヤーフレーム要素一覧
A. 構想
構想の宣言
· メインビジュアル: プロジェクトの思想を象徴するキャッチコピーとビジュアル。
· ステートメント本文: なぜ今この構想が必要なのかを語る熱量のあるテキスト。
· ビジョン・ミッション: 目指す社会像（ゴール）と果たすべき役割の明文化。
· 発起人からのメッセージ: 代表者または発起人一同からの署名入りメッセージ。
起案背景
· 現状への問題提起: 現代社会が抱える限界や閉塞感をデータやファクトで提示。
· 時代の変化・ターニングポイント: 外部環境の変化（技術、人口、価値観など）の解説。
· なぜ今、私たちがやるのか: 立ち上げに至った原体験や強い動機・ストーリー。
3つの柱
· 3つのコア概念の図解: 構想を支える3つの柱の三位一体図、または3カラムのレイアウト。
· 第1の柱（詳細説明）: 概要、アプローチ、期待される効果。
· 第2の柱（詳細説明）: 概要、アプローチ、期待される効果。
· 第3の柱（詳細説明）: 概要、アプローチ、期待される効果。
社会課題攻略事務局「群れ」とは
· 「群れ」の定義: 従来の単一組織や縦割り行政と何が違うのかの比較表。
· 自律分散型の仕組み: 各事務局が独立しながらも連携して動くエコシステムの図解。
· 期待されるシナジー: 「群れ」となることで生まれる集合知やスピード感の解説。
モデル無き社会打破とは
· 「モデル無き社会」の解説: 過去の成功体験や先行事例が通用しなくなった現状の分析。
· 打破するための方法論: 既存の枠組みにとらわれず、新たな正解を自ら作り出すアプローチ。
· 私たちが提示するパラダイムシフト: ビフォー・アフターの比較。
よくある誤解 / FAQ
· よくある誤解トップ3: 「〇〇だと思われがちですが、実は✕✕です」という誤解の解消。
· Q&Aリスト: 参加費、運営母体、政治的・宗教的中立性、活動頻度などに関する一問一答（アコーディオンUI）。
· お問い合せ導線: FAQで解決しなかった人向けの専用フォームへのボタン。

B. 課題地図
閉塞感の全体像
· 課題地図（インフォグラフィック）: 社会全体を覆う閉塞感がどこから来ているのかを可視化した巨大な構造図。
· マクロトレンド分析: 統計データや社会的背景の解説。
· 各領域へのナビゲーション: 「個人」「事業」「社会」の各課題ページへのリンク。
個人領域の課題
· 生きづらさ・キャリアの迷い: 孤立、自己実現の難しさ、ロールモデルの不在などのファクト。
· ペルソナ事例: 現代の個人が直面している具体的な悩みや葛藤のストーリー。
· この領域を扱う事務局へのリンク: 個人支援系の事務局一覧への遷移ボタン。
事業領域の課題
· イノベーションの停滞・組織の硬直化: 既存ビジネスモデルの限界、DXの遅れ、カルチャーの課題。
· 業界ごとの機能不全: 事例やデータを交えた解説。
· この領域を扱う事務局へのリンク: 事業変革系の事務局一覧への遷移ボタン。
社会領域の課題
· 制度の疲弊・地域の過疎化: 行政の手が届かない隙間（コモンズの崩壊、福祉の限界など）。
· 構造的なボトルネック: なぜ既存の社会システムでは解決できないのかの解説。
· この領域を扱う事務局へのリンク: 社会接続系の事務局一覧への遷移ボタン。
業界横断課題
· セクター間の分断: 行政、企業、NPO、アカデミアが連携できない「縦割りの壁」の指摘。
· 共通する共通言語の不在: 課題認識や評価指標がバラバラであることによる非効率性の解説。
· 横断的アプローチの必要性: クロスセクターで取り組むべき理由。
優先テーマ一覧
· 重要課題ランキング/マトリクス: 緊急度×重要度でマッピングされた優先解決テーマ。
· 各テーマの進捗ステータス: 「未着手」「事務局立ち上げ中」「プロジェクト進行中」などのバッジ。
· 提案募集への導線: 「このテーマに挑むアイデアを出す」ボタン。

C. 事務局群
事務局群の設計思想
· ガバナンスと分散化: 中央集権にしない理由、プラットフォームとしての基本方針。
· 共通の倫理憲章・バリュー: 全ての事務局が遵守すべき行動規範。
· 評価と代謝の仕組み: 成果の測り方、または役割を終えた事務局の解散・統合ルール。
事務局の分類
· 5つの分類タブ（またはインデックス）:
· 個人支援系: 個人のエンパワーメント、キャリア、ウェルビーイング。
· 事業変革系: 新産業創出、組織開発、ビジネスモデル刷新。
· 社会接続系: 公共性の再定義、地域連携、コモンズの再生。
· 研究・編集系: 課題の構造化、ナレッジ蓄積、メディア発信。
· 提案・実装系: 政策提言、実証実験、社会実装の推進。
· 各分類に所属する事務局のミニカード一覧:（事務局名、概要、現在のステータス）。
事務局ごとの役割テンプレート
· 共通フレームワーク: 各事務局が必ず持つべき機能（リサーチ、コミュニティ、インキュベーション、発信）。
· 体制図テンプレート: 事務局長、ディレクター、フェローなどの役割定義。
· アウトプットの定義: 事務局が社会に対して出すべき成果物の定義（レポート、イベント、実証プロジェクト）。
新規事務局立ち上げ方法
· 立ち上げステップ（ステップ図）: 構想の提案 → 審査 → プレ立ち上げ（仲間集め） → 本立ち上げ。
· 申請要件: 必要なメンバー構成、テーマの重複チェック、クリアすべき条件。
· 運営事務局からのサポート内容: ツール提供、メンタリング、マッチング、資金調達支援など。
· 申請フォームへのリンク: 「事務局立ち上げを申請する」ボタン。
参加条件 / 関わり方
· 関わり方グラデーション（3〜4パターン）: コアメンバー（事務局運営）、プロジェクトメンバー、サポーター（情報収集・イベント参加）、スポンサー（企業支援）。
· 各プランのコミットメント・特典: 必要な時間や費用、得られるナレッジやネットワークの比較表。
· エントリーボタン: 各関わり方に応じた申し込み・登録ページへの誘導。

D. メニュー
Person Menu
· Share（知見共有）: 個人が持つナレッジや経験をコミュニティに共有する仕組み・投稿フォーム。
· Meeting（対話・壁打ち）: 定期開催される少人数マッチングや、課題へのフィードバックの場。
· Cafe（交流）: 気軽に雑談や横のつながりを作れるオンライン/オフラインスペースの案内。
· 個人向け相談導線: 「自分のスキルをどう活かせるか」「今の悩みをどこに相談すべきか」をナビゲートする問い合わせボタン。
Business Menu
· 未来構想キャンペーン: 企業の未来のパーパスや新規事業の種を、事務局群と共創するプログラムの案内。
· 組織内活性化: 社員のマインドセット変革や、出向・プロボノを通じた人材育成メニュー。
· 未来顧客育成: 社会課題解決を通じて、未来の市場やファン（顧客）を育てるアプローチの提案。
· 企業向け提案導線: 資料ダウンロード、または個別ミーティング予約フォーム。
Society Menu
· 社会課題解決事務局群: 官民連携や地域課題に特化したプロジェクトの一覧と進捗報告。
· SARコーディネート: 社会的責任（SAR）に基づいたプロジェクトのデザイン・マッチング支援。
· Café about Business/Society: ビジネスと社会の交差点について、有識者や実務家が交わすセッション・イベントの案内。
· 公共・社会向け導線: 自治体や官公庁、NPO向けの連携相談窓口。
発起人メニュー（発起人01〜10）
· 発起人一覧/個別ページ: 10名それぞれの顔写真、プロフィール、専門領域。
· 個別テーマ・独自プロジェクト: 各発起人が主導する分科会や、関心のあるテーマのコラム。
· 発起人のSNS・外部リンク: 本人の活動や著書の紹介。

E. 提案広場
解決案一覧 / 代替案一覧 / 救済案一覧
· 3つのアプローチの定義: 各案（解決/代替/救済）がどのような思想に基づいているかの解説。
· 提案カード一覧（フィルタ機能付き）: 投稿された提案の一覧（タイトル、提案者、カテゴリ、イイネ/コメント数、進捗ステータス）。
· 詳細ページへのリンク: 各提案の背景、具体策、必要なリソース、コメント欄。
募集中テーマ
· 現在大募集中の問い: 事務局や発起人から提示された「今、特にアイデアが欲しい課題」。
· 募集期限・インセンティブ: いつまで募集しているか、採択された場合の特典（共同プロジェクト化など）。
· 応募ボタン: 「このテーマに提案する」フォームへの遷移。
投稿ガイドライン / 審査・編集ポリシー
· 安心安全な場づくりのためのルール: 誹謗中傷の禁止、知的財産権の扱い、建設的な対話のルール。
· 採択・公開のプロセス: 投稿された内容がどのように審査され、サイトに掲載されるかのフロー図。
· 編集部の役割: 提案のブラッシュアップをサポートする編集方針の明記。
事例 / 採択提案
· サクセスストーリー: 実際に提案広場から生まれ、社会実装や事業化に至った事例のインタビュー（写真付き）。
· タイムライン/軌跡: 提案から実装までのフェーズごとの動き、関わったステークホルダーの紹介。
· 定量・定性効果: どのようなインパクトを社会に与えたかのデータ。
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